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秋草学園短期大学図書館 

 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます！ 
今までの生活で図書館を利用することがあまりなかった学生さんも、これからの学校生活では

図書館を利用する機会が増えるかと思います。本学の図書館の資料は、利用者証がなければ借り

ることは出来ません。実習やテスト、課題などの前には図書館がとても混雑します。休み時間や

授業の空き時間、放課後などに前もって利用者証を作っておく事をおすすめします。利用者証を

発行する際は、学生証の提示が必要になります。忘れないようにしてください。 

 

 図書館では、飲食物の持込みを禁止しています。図書館の資料の汚損などを防ぐためです。図

書館出入り口の近くにロッカーがありますので、そちらにしまってから入館するようにしてくだ

さい。図書館は、多くの方が利用する場所です。他の利用者の迷惑にならないよう、図書館での

マナーを守るようお願い致します。 

 

資料の探し方など、わからないことがありましたら遠慮なく図書館職員にお尋ねください。必

要な資料が図書館になかった場合は、取寄せや購入リクエストも受付けています。購入リクエス

ト用紙は館内にありますので必要事項を記入し、図書館職員に提出してください。 

 

 

今月の特集・・・『 大学生活ＳＴＡＲＴ！！』 
大学生になって新生活を始める皆さんにオススメする本の紹介です。 

●「新版 大学生のためのレポート・論文術」小笠原喜康 著／講談社【S816-ｵ】 

   ･･･大学生になって書く機会が増える、レポート・論文の書き方をわかりやすく解説しています。 

●「大学生が知っておきたい生活の中の法律」細川幸一 著／慶應義塾大学出版会【320-ﾎ】 

   ･･･難しくてとっつきにくいと感じる法律も、身近にある暮らしのものから学べます。 

●「大学生 学びのハンドブック」世界思想社編集部 編／世界思想社【377.15-ｾ】 

   ･･･大学の授業の受け方からレポートの書き方、ゼミでの発表の仕方などがこの一冊にまとまっています。 

●「ゼミ入門」野村一夫 著／文化書房博文社【377.9-ﾉ】 

   ･･･ゼミで物事を学ぶにあたっての、姿勢・心構え・学び方等を教えてくれます。 

●「ここがポイント！レポート・論文を書くための日本語文法」小森万里 ほか著／くろしお出版【810.7-ｺ】 

   ･･･しっかりとした日本語の文章を使ったレポートが書きたい人にオススメしたい一冊です。 

●「大学生のためのキャリアデザイン」ヒューマンパフォーマンス研究会 編／かもがわ出版【377.9-ﾋ】 

   ･･･大学生としての学びに生かせて、応用できる力のつけ方を紹介しています。 

  他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※貸出回数３回のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

 

 

●●編集後記●● 

新学期が始まりました。新入生の皆さんは環境に慣れるまで大変かと思いますが、ぜひ大学生活を

楽しんでください。そして、なにか困ったことがあれば、ぜひ図書館をご利用ください。図書館専用

のホームページも開設しています。 

図書館にご意見やご要望等がありましたら、館内に専用の用紙があります。ご記入の上、投書箱に

投函してお知らせ下さい。よろしくお願いします。 

次号の『図書館だより』は2018年6月に発行予定です。 担当 加羽澤 

貸出ランキング～１月・２月・3月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

5回 子どもの運動・表現遊び 宮下 恭子 編 大学図書出版 

3回 へんてこパンやさん Goma 作・絵 フレーベル館 

3回 保育と幼児期の運動遊び 岩崎 洋子 編 萌文書林 

3回 幼児体育の理論と実際 勝部 篤美 著 杏林書院 

3回 保育に役立つ！子どもの発達がわかる本 金子 龍太郎 監修 ナツメ社 

3回 コンビニ人間 村田 沙耶香 著 文藝春秋 

「鹿男あをによし」万城目学 幻冬舎 913.6-マ 

 

日常に絶妙に織り込まれる奇想のバランス。スペクタクルという感じではないですが、このくらいの

奇妙な世界なら、実際にあるかもしれないと思わせる万城目ワールド全開の作品です。関東の研究室

から奈良の高校に教師として赴任した主人公が、奈良に着くなり鹿に“さあ出番だよ、先生”と話し

かけられるところから、不思議な騒動に巻き込まれていきます。 

鹿は主人公に何をさせたいのか？序盤はよくわからないまま淡々と進んでいく印象ですが、中盤あた

りから物語が一気に加速していきます！ 

ジャンルは何？と聞かれると困る作品です。ファンタジーか歴史物か、青春小説と言えなくもない・・。

少々ふざけたシーンも多いですが、きちんと史実に基づいたエピソードも盛り込まれていて読み応え

があります。読むときっと奈良に旅行に行きたくなりますよ。鹿を見る目が変わるかも!?もう10年

前の出版ですが、何度も読みなおしたくなる作品です。 

ドラマ化もされ、個人的にはドラマも大好きです☆興味のある方は是非ご覧になって下さい。 

 

推薦者 岡本 


